
平成 29年
3月 10日
宣  告

裁判所書記官

山 田 勝 彦

平成 27年 (あ)第 63号

判      決

本 籍
・

住 居

無   職

煙    石

上記の者に対する窃盗被告事件について,平成 26年 12月 11日 広島高等裁判
・

所が言い渡 した判決に対 し,被告人から上告の申立てがあったので,当裁判所は ,

次のとおり判決する。

主     文

原判決及び第 1審判決を破棄する。

被告人は無罪。

理     由

弁護人久保豊年の上告趣意は,憲法違反,判例違反をいう点を含め,実質は事実

誤認,単なる法令違反の主張であり,被告人本人の上告趣意は,事実誤認の主張で

あつて,いずれも刑訴法 405条 の上告理由に当たらない。

しか しながら,所論に鑑み,職権をもつて調査すると,原判決及び第 1審判決

は,刑訴法 411条 3号により破棄を免れない。その理由は,次のとおりである。

第 1 本件公訴事実並びに第 1審判決及び原判決の各判断

1 本件公訴事実の要旨は,「被告人は,平成 24年 9月 24日 午前 9時 22分

頃,広島銀行○○支店 (以下「本件支店」とい う。)において,客の女性Aが同店
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